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我堂の歴史と遠見地蔵の信仰
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）
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布
忍
郷
か
ら
天
美
村
我
堂
へ
の
変
遷

我
堂
の
小
字
「
遠
見
」
名
の
地
蔵
尊

　
本
市
西
南
に
天あ
ま

美み

我が

堂ど
う

の
街
並
み
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
す
ぐ
西
に
は
、
大
阪
メ
ト

ロ
御
堂
筋
線
の
北
花
田
駅
が
あ
り
、
堺
市
北

区
と
接
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
端
も
長な
が

尾お

街
道
を
は
さ
ん
で
、
北
区
南
花
田
町
と
境
界

を
画
し
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、
我
堂
地
域
は
真
宗
大
谷
派
の

善ぜ
ん

正し
ょ
う

寺じ

東
側
の
水
路
で
丹た
ん

北ぼ
く

郡
東
我
堂
村

と
西
我
堂
村
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
以
前
の
文ぶ
ん

禄ろ
く

三
年
（
一
五
九
四
）

十
一
月
、
豊と
よ

臣と
み

秀ひ
で

吉よ
し

が
作
成
さ
せ
た
検け
ん

地ち

帳ち
ょ
う（
太た
い

閤こ
う

検
地
）
で
は
分
村
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
が
、ま
も
な
く
慶け
い

長ち
ょ
う

三
年
（
一
五
九
八
）

の
「
田
畑
屋
敷
仕し

訳わ
け

帳ち
ょ
う」
に
は
、
東
西
我
堂

村
と
二
村
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
代
に
入
り
、明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
は
、

東
西
我
堂
村
が
再
び
合
併
し
て
、
丹
北
郡
我
堂
村

と
な
り
ま
し
た
。
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）

か
ら
は
同
郡
（
明
治
二
十
九
年
以
後
は
中
河
内

郡
）
天
美
村
（
昭
和
二
十
二
年
か
ら
は
天
美
町
）

の
大お
お

字あ
ざ
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
昭
和
三
十

年
（
一
九
五
五
）
の
松
原
市
発
足
と
と
も
に
、
我

堂
町
と
な
り
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
の

住
居
表
示
の
再
編
と
と
も
に
、
現
在
の
天
美
我
堂

の
町
名
が
定
着
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
今
で
は
、
我
堂
は
天
美
地
域

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
文

禄
三
年
の
検
地
帳
に
は
、「
河か

州し
ゅ
う

丹
北
郡
布
忍

郷ご
う

之
内
我
堂
村
御
検
地
帳
」
と
表
紙
に
あ
り
ま

す
。市
域
に
は
、文
禄
三
年
検
地
帳
が
城
じ
ょ
う

連れ
ん

寺じ

村・

更さ
ら

池い
け

村・東
ひ
が
し

田た

井い

村
（
東
ひ
が
し

代だ
い

村
）・堀ほ
り

村・河か
わ
い合
村・

岡お
か

村
・
三み

宅や
け

村
・
別べ
っ

所し
ょ

村
に
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
更
池
村
・
東
田
井
村
・
堀
村
の
表
紙
に
も
、

「
布
忍
郷
（
之
）
内
」
と
あ
り
ま
す
。
旧
布

忍
村
の
更
池
・
東
代
や
、
現
在
で
は
天
美
南

と
な
る
堀
と
共
に
、
我
堂
も
秀
吉
時
代
に
は

布
忍
地
域
に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。
享
き
ょ
う

和わ

二
年
（
一
八
〇
二
）
の
「
狭さ

山や
ま

藩
領
村む
ら

方か
た

明め
い

細さ
い

帳ち
ょ
う」
で
も
、「
布
忍
郷
」
と
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
、
更
池
・
東
代
・
堀
村
は
、
同
じ
く
布

忍
村
を
形
成
す
る
高た
か

木ぎ

・
向む
か

井い

・
清し

水み
ず

村
と
共

に
牛ご

頭ず

天て
ん

王の
う

社
（
布
忍
神
社
）
を
氏
神
と
す
る

の
に
対
し
、
我
堂
で
は
、
十
五
社
明み
ょ
う

神じ
ん
（
我

堂
八
幡
宮
）
を
氏
神
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
天
美
地
域
の
城
連
寺
・
池い
け

内う
ち
・
油ゆ

上か
み
・
芝し
ば

村
で
も
、
各
村
の
氏
神
が
阿あ

麻ま

美み

許こ

曽そ

神
社
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
堂
村
の
独
自
性

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
そ
の
上
、
村
墓
地
も

布
忍
村
や
天
美
村
で
は
な
く
、
西
隣
の
摂
津

国
の
五ご

箇か

荘し
ょ
う

村
（
堺
市
北
区
北
花
田
町
）
に

つ
く
ら
れ
た
阿あ

坂さ
か

墓
地
に
葬
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
江
戸
時
代
中
頃
の
東
西
我
堂
村
明
細

帳
に
よ
る
と
、
両
村
と
も
家
数
は
約
五
〇
軒
、

人
口
は
そ
れ
ぞ
れ
約
二
七
〇
人
を
数
え
ま
し

た
。
牛
も
、
両
村
と
も
八
〜
九
疋
が
飼
わ
れ
て

い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
領
主
は
初
め
幕
府

領
で
し
た
が
、
ま
も
な
く
、
旗は
た

本も
と
の
小こ

出い
で

氏
に

移
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、再
び
幕
府
領
と
な
り
、

江
戸
中
期
ご
ろ
か
ら
は
北ほ
う

条じ
ょ
う

氏
の
狭
山
藩
領

と
な
り
、
幕
末
に
至
っ
た
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
我
堂
の
南
端
は
古
道
の
長
尾

街
道
に
接
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
街
道

名
が
定
着
す
る
の
は
明
治
時
代
以
降
の
よ
う

で
す
。
江
戸
時
代
に
は
、堺
と
大
和（
奈
良
県
）

を
結
ん
で
い
た
の
で
、
堺
街
道
と
か
大
和
街

道
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
常
で
し
た
。

　
我
堂
村
で
は
、
現
在
の
天
美
我
堂
二
丁
目
の
街

道
沿
い
北
側
に
「
大
和
街
道
」
の
小こ

字あ
ざ

名
が
見
ら

れ
、
そ
の
西
北
に
接
し
て
「
遠と
お

見み

」
の
小
字
名
が

見
ら
れ
ま
す
。
遠
見
と
は
、
こ
こ
か
ら
堺
の
町
や

港
が
遠
く
に
見
渡
せ
た
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
村
境
の
街
道
南
側
沿

い
、河
内
国
八や

上か
み

郡
南
花
田
村（
の
ち
北き
た

八や

下し
も

村
）、

今
は
北
区
南
花
田
町
に
位
置
し
ま
す
が
、
遠
見
地

蔵
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
南
花
田
に
お
勤
め
さ
れ

る
本
市
丹
南
・
来ら
い

迎ご
う

寺じ

（
融ゆ
う

通づ
う

念ね
ん

仏ぶ
つ

宗し
ゅ
う）
と
同

地
の
源げ
ん

光こ
う

寺じ

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
の
檀
信
徒

の
講
が
お
世
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
頃
、
地
蔵
堂
は
施
錠
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

堂
内
に
は
左
足
を
下
げ
た
半は
ん

跏か

像
で
、
右
手
に

錫し
ゃ
く

杖じ
ょ
う、
左
手
に
宝ほ
う

珠じ
ゅ
を
か
か
え
た
花か

崗こ
う

岩が
ん

製
の

地
蔵
が
見
ら
れ
ま
す
。
台
座
は
岩
座
に
な
っ
て

お
り
、
台
石
に
は
延え
ん

享き
ょ
う

三
年
（
一
七
四
六
）
丙へ
い

寅い
ん

八
月
十
一
日
の
銘
が
あ
り
、
弘こ
う

法ぼ
う

大た
い

師し

空く
う

海か
い

が
つ
く
っ
た
と
刻
し
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
の

弘
法
大
師
作
は
伝
承
の
表
れ
で
す
が
、
人
々
の

高
僧
に
こ
め
た
願
望
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　
堂
横
に
は
、
天て
ん

保ぽ
う

六
年
（
一
八
三
五
）
乙い
つ

未み

八
月
に
堺
の
住
民
が
奉
納
し
た
手
水
石
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
堂
前
に
も
、
年
月
日
が
磨
滅
し

て
い
ま
す
が
、
嘉か

永え
い

年
間
（
一
八
四
八
〜
五
三
）

に
堺
の
菊き
く

寿じ
ゅ

講こ
う
が
奉
納
し
、
南
花
田
の
弥や

三さ
ぶ

郎ろ
う

が
世
話
を
し
た
「
遠
見
地
蔵
尊
」
と
刻
ま
れ
た

香こ
う

華げ

台だ
い
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
手
水
石
と
共
に

「
左さ

海か
い
」
の
文
字
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
我
堂
に
は
、
善
正
寺
門
前
に
嘉
永
元
年
建
立
の

「
歳さ
い
の
上か
み

地
蔵
尊
」
な
ど
も
祀
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

我
堂
の
小
字
名
「
遠
見
」
を
冠
し
た
遠
見
地
蔵

も
地
域
の
垣
根
を
こ
え
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲文禄3年の検地
帳　左下に検地
奉行の長

な
束
つか
正
まさ
家
いえ

の名が見える。

▲遠見地蔵（市境、左：堺市北区南花田町）　
右の道路が天美我堂2丁目の長尾街道。東か
ら。手前が小字「大和街道」。北側が小字「遠見」。
地蔵尊は肉厚の半跏像で、岩座に腰掛ける。

▲善正寺（右）と我堂八幡宮（左）　善正寺は「天見山」
と号し、東本願寺を本山とする。八幡宮は品

ほん
陀
だ
別
わけの
命
みこと

（応
おう
神
じん
天皇）を祭神とする。明治時代以前は十五社明神

と呼んで、天
あま
照
てらす
大
おお
神
みかみ
や八幡神など15神を祀っていた。

▲歳の上地蔵（天
美我堂７丁目）　
舟形石仏だが、阿

あ

弥
み
陀
だ
如
にょ
来
らい
である。
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